
モラールセルフチェックの 
活用で安心・安全施工 

 



 「モラールセルフチェック」の導入について 
 

 モラール（Morale：士気）を高め、職場環境を活性化させ、
最終的には生産性を高め、利益確保を図るツールとして導入。 
 

 先ず、日々の自らの「心・技・体」管理を行うことにより、 
己の日々の状態を知って、その情報を題材に職場でのコミュニ
ケーションに活用するところから開始する。当然、協力会社を 
巻込んだ職場全体としてのコミュニケーションとなる。 
 
 
 

コミュニケーションが密になることから、職場活性化に 
繋がり、活気ある、明るい職場へ改善される。つまり、 
業務上の課題等が発生した場合でも速やかに解消できる 
職場となり、安全確保の上、生産性向上に繋がることを 
導入目的とし、平成２６年３月より展開中です。 



 「モラールセルフチェック」の導入効果等 

 ① 「心・技・体」の状態が確認できることで、きめ  
   細かな、指示・指導が個人の状態に応じて出来る 
 ② ヒューマンエラー発生の防止が図れる 
 ③ 職場の活性化が図れる          等々 

 「心・技・体」が全て「A」 
  ⇒ 好調時の「思い込み・うっかりミス」を注意する 
 「心」が「B or C」 
  ⇒ 悩み・心配事で上の空となりミスが発生するので 
    マトを得た注意をする 
 「技・体」が「B or C」 
  ⇒ 不安全状態・不安全行動を起こす恐れがあるので 
    マトを得た注意をする 

【指示者の心得等】 



「モラールセルフチェック」について 

  今後、新会社全社員へ展開するにあたり、各自（協力会社含む）に 
 モラールセルフチェック手帳を配布することとし、各自で記入する。 
 結果は各現場の責任者が月単位で取纏め、本社安品部へ報告する方式  
 とする。 

Morale self-check  
record book 

  
  

name 

2015（H27).4 orale)セルフチェックカレンダ morale memo 
提出時ｻｲ

ﾝ 

年   月   日 氏名 

  
技 体 

記 事 
必ず業務開始前に、モラールレベルを「心」「技」「体」毎にチェック「✓」を入れる 

B C A B C モラールレベル A：良好 B：やや不安 C：不安 

1 日 大安                               1 

2 月 赤口                               2 

1 火 先勝                               1 

2 水 友引                               2 

3 木 先負                               3 

4 金 仏滅                               4 

5 土 大安                               5 

6 日 赤口                               6 

7 月 先勝                               7 

8 火 友引                               8 

9 水 先負                               9 

10 木 仏滅                               10 

11 金 大安                               11 

12 土 赤口                               12 

13 日 先勝                               13 

14 月 友引                               14 

15 火 先負                               15 

16 水 仏滅                               16 

17 木 大安                             17 

18 金 赤口                               18 

19 土 先勝                               19 

20 日 先負                               20 

21 月 仏滅                               21 

22 火 大安                               22 

23 水 赤口                               23 

24 木 先勝                               24 

25 金 友引                               25 

6 土 先負                               26 

 日 仏滅                               27 

28 月 大安                               28 

29 火 先勝                             昭和の日 29 

30 水 友引                               30 

                                      



「モラールセルフチェック」の記入例等について 

各自が日々記入し、現場責任者が 

安品部へ定期報告（毎月７日締切） 

安品部で部門毎に一覧表を等作成し各部長に開示 

不良状況が継続する場合は 

個人ヒヤリングを実施 

不良状況が長期継続する 
場合は対話を主管部長に
依頼する 

 ※安品部で経過管理 



【参考】日刊工業新聞（H27.5.28）に掲載される 

【注釈】 
 は 
 平成２７年７月１日に３社 
 統合され、新会社として、 
 発足した会社です。 
 
 本施策は統合前から  
 として展開してきた 
 施策を新会社でも会社方針 
 として継続して展開してい 
 るものです。 




